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飯沼地区の棚田田植え　５月８日（土）

今月の主な内容
●高齢者の新型コロナワクチン接種が始まりました　P２
●村長選挙結果報告　P３
●中川村地域活動支援センターオープン　P３
●児童生徒に一人一台のパソコンを整備　Ｐ４
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高
齢
者
の
う
ち
要
介
護
認
定
者
、

障
害
者
手
帳
保
持
者
な
ど
重
症
化

リ
ス
ク
の
高
い
方
か
ら
接
種

　

村
で
は
、
村
内
医
療
機
関
な
ど
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
５
月
７
日

（
金
）か
ら
社
会
体
育
館
を
会
場
に
、

高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
十
分
な
供
給
が
見
込

め
な
い
中
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
や

感
染
し
た
際
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
に
、
高
齢
者
の
な
か
で
も
ま

ず
は
介
護
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る

要
介
護
認
定
の
方
や
、
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
を
優
先
的
に
接
種
を

進
め
て
い
ま
す
。

一
般
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

一
般
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
６
月

中
旬
か
ら
の
接
種
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ご
案
内
が
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に

は
、
今
後
、
５
月
下
旬
か
ら
年
齢
順

に
郵
送
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
案
内
に
は
時
間
差
が
あ
り
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
必
ず
届

き
ま
す
の
で
、
焦
ら
ず
に
お
待
ち
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要

で
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
は
、
医
療
提
供
体
制
へ
の

大
き
な
負
担
と
と
も
に
、
社
会
経
済

活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
早
急
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

た
め
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
が
、
住

民
の
み
な
さ
ん
に
も
次
の
と
お
り
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

①
通
知
に
あ
る
接
種
日
時
を
確
認

し
、日
程
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

②
接
種
当
日
に
持
参
い
た
だ
く
必
要

書
類
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

③
持
病
な
ど
お
持
ち
の
方
は
、
事
前

に
か
か
り
つ
け
医
で
接
種
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
こ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
主
旨
・
目
的
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
で
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

TEL 

96
―
７
７
６
４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�

抗
原
検
査
等
補
助
金

　

村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
、
村
内
在
住
、
在
勤

の
方
な
ど
が
受
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査
お
よ
び
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者

・
村
内
在
住
、
在
勤
者

・
学
生
な
ど
で
村
外
に
在
住
し
、

村
に
帰
省
を
予
定
す
る
方
（
19

～
24
歳
）

●
補
助
金
額

・
抗
原
検
査

　

６
，０
０
０
円
～
８
，０
０
０
円

・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
で
、
上

　

限
１
６
，０
０
０
円
ま
で

●
対
象
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

　

令
和
４
年
３
月
31
日

 

※
期
間
中
の
複
数
回
の
申
請
も
可

能
で
す
。

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

内
線
27

高齢者（65歳以上）の新型コロナ
ワクチン接種が始まりました
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中
川
村
長
選
挙
４
月
20
日
告
示

宮
下
健
彦
氏
が
無
投
票
で
再
選

　

任
期
満
了
に
伴
う
中
川
村
長
選
挙

は
、
４
月
20
日（
火
）に
告
示
さ
れ
、

現
職
の
宮
下
健
彦
さ
ん
（
田
島
地

区
・
66
歳
）
が
無
投
票
で
再
選
さ
れ

ま
し
た
。
無
投
票
で
の
当
選
は
24
年

ぶ
り
で
す
。

　

２
期
目
に
向
け
て
の
立
候
補
に
当

　

宮
下
村
長
の
任
期
は
５
月
13

日
か
ら
で
す
。
関
連
記
事
は
６

月
号
で
特
集
し
ま
す
。

当選証書の附与　４月26日（月）

初登庁　５月13日（木）
　

か
つ
ら
の
丘
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

管
理
棟
を
改
修
し
整
備
を
進
め
て
き

た
「
中
川
村
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー（
く
ら
し
ご
と
）」
が
完
成
し
、

５
月
４
日（
火
）に
開
所
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
や
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
で
交
流
機
会
の
少
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
方
な
ど
が
、
人
と

の
交
流
や
創
作
・
生
産
活
動
を
体
験

し
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
施
設
で
す
。

　

事
業
費
は
４
５
，４
２
７
千
円（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
１
５
，０
０
０
千

円
、
過
疎
債
２
８
，７
０
０
千
円
）

で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
整
備
し
ま
し
た
。

　

運
営
は
、「
一
般
社
団
法
人
ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
な
か
が
わ
」
に
委

託
し
、
利
用
者
の
希
望
に
沿
い
な
が

ら
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。
利
用
し
て
み
た
い

方
や
内
容
を
聞
き
た
い
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
川
村
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�「
く
ら
し
ご
と
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
26

開所式

た
っ
て
は
「
さ
ら
に
前
進
！
生
き
い

き
と
輝
く
村
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
農
業
・
商
工
業

の
育
成
、
移
住
定
住
に
関
係
す
る
情

報
の
充
実
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
新
し
い
産
業
の
創
出
な
ど
９

つ
の
政
策
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

再
選
に
あ
た
り
宮
下
村
長
は
「
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
思

う
。
２
期
目
と
な
る
が
気
を
引
き
締

め
て
し
っ
か
り
や
り
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

屋内
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教
育
委
員
会
で
は
、「
高
い
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
」、「
管
理
の
し
や
す
さ
」、「
シ

ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い
」
な
ど
の
理

由
か
ら
情
報
端
末
にChrom

eO
S

を

搭
載
し
たChrom

ebook

を
採
用
し

ま
し
た
。
１
人
１
台
端
末
を
使
用
し

た
授
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活

用
し
た
授
業
を
行
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
反
応
や
考
え
を

把
握
で
き
る
た
め
、
き
め
細
か
な
双

方
向
型
の
授
業
を
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
人
ひ
と

り
の
学
習
履
歴
を
確
認
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
理
解
度
や
習
熟
度
、
教
育

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
別
々
の
内
容
で
学

習
で
き
る
「
個
別
学
習
」
の
可
能
性

も
広
が
り
、
今
後
さ
ら
に
、
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
創
造
性
を
育
み
、

資
質
や
能
力
を
よ
り
確
実
に
引
き
出

す
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
情
報
モ
ラ
ル
」
に
関
わ
る
学
習
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
に
１
人
１
台
の
情
報
端
末

（
パ
ソ
コ
ン
）を
整
備

　
政
府
の
方
針
に
沿
っ
て
中
川
村
教
育
委
員
会
が
進
め
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構
想
」
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
考
慮
し
た
学
び
の
保
障
の
た
め
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
分
の
情
報
端

末
（
パ
ソ
コ
ン
）
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
村
内
の
小・

中
学
校
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　

児
童
生
徒
向
け
の
１
人
１
台
端
末
と
、

高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一

体
的
に
整
備
し
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
く
、
公
正
に

個
別
最
適
化
さ
れ
た
創
造
性
を
育
む
教
育

を
、
全
国
の
学
校
現
場
で
持
続
的
に
実
現

さ
せ
る
構
想
。

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
と
は
、

G
lobal and Innovation G

atew
ay for 

A
ll

の
略
。

情報端末を使用した授業（中川東小学校）
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創

生
応
援
税
制
）
は
、
村
外
の
企
業
が

国
の
認
定
し
た
村
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
地
域
再
生
計
画
）
の
取

り
組
み
を
寄
附
を
通
じ
て
応
援
し
た

場
合
に
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

村
で
は
「
中
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
推
進
計
画
」（
令
和
２

年
３
月
31
日
内
閣
府
認
定
）
を
作
成

し
、
次
の
４
事
業
を
地
域
再
生
の
柱

と
位
置
付
け
、
こ
れ
ら
を
複
合
的
に

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
「
暮
ら
し
や

す
さ
」
を
充
実
さ
せ
、
人
が
集
う
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
若
い
世
代
の
結
婚
･
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
、
人
口
自
然

減
を
抑
制

・
未
来
を
担
う
人
材
定
着
に
よ
る
人

口
の
社
会
減
の
抑
制

・
地
域
に
お
け
る
仕
事
と
収
入
の
確

保
・
人
口
減
少
下
に
お
け
る
地
域
の
活

力
の
確
保

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
２
社

か
ら
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村

で
は
寄
附
金
を
「
若
年
層
へ
の
住
宅

取
得
費
用
」
の
補
助
、「
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
、「
農
業

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
、「
福

祉
医
療
給
付
」
の
各
取
り
組
み
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

　

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
企
業
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
順
不
同
）

■
株
式
会
社
緑
地
計
画　

様

�

（
駒
ヶ
根
市
）

■
株
式
会
社
ヤ
マ
ウ
ラ　

様

�

（
駒
ヶ
根
市
）

地
域
政
策
課
財
政
係

内
線
23

４月１日（木）オープン
「農業観光交流センター」

5月6日（木）オープン
「地域活動支援センター（くらしごと）」

中
川
村
へ
の
温
か
い
応
援
に
感
謝
し
ま
す

『
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

（
地
方
創
生
応
援
税
制
）』

教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

TEL 

88
―
１
０
０
５



vol.43

№516広報5

　４月から中川西小学校長としてお世話になっております、松﨑善幸と申
します。辰野町立辰野東小学校よりまいりました。自宅は駒ケ根市下平で
す。平成23～28年までの６年間、中川中学校で勤務させていただきました
ので、４年ぶりに中川村へ戻ってきました。また、西小学校へ赴任して早々
に、多くの方から歓迎や激励のことばをいただきました。心より感謝申し
上げます。

　さて、この広報「なかがわ」には、「未来へなかがわ」のコーナーへ毎月高校生が寄稿していますが、ほと
んどの生徒が中川村の好きなところについて、「景観の美しさや人々の結びつきの良さ」について触れていま
す。そのことに私も喜びを感じつつ、私が中川村を想うとき、いつもこのような言葉が浮かびます。
　「山美しく　水美しく　人更に美しい中川村」です。ここでの「山」は自然や景観・環境を示し、「水」は流れる
水だけでなく、飲料水や口にする食物、それらの安全を示しています。そしてそれ以上に美しいのが「人」なの
です。自分のふるさとを誇りに感じたり、ここで暮らしたいと思うとき、山や水だけでなく、そこで営みのある
人との繋がりがとても大切です。「人更に美しい」のが中川村だと感じています。このことを、ここで学び育っ
た児童生徒が誇りに思ってくれている…嬉しいですね。
　西小学校では４月６日（火）に20人の新入生を迎え、全校児童141人・教職員19人で、令和３年度がスター
トしました。早速、児童会役員のみなさんが、「笑顔で元気よく…」の横断幕を掲げ、登校してくる児童や先
生方を出迎えてくれています。休み時間に廊下ですれちがっても、「こんにちは」と声をかけてくれる子ども
たちです。温かくて優しい人々に囲まれて育つことが、中川村や西小の子どもたちの素直な姿に繋がってい
ると思います。
　西小の学校目標は、「心身ともに健康でがんばり合える子ども」…「すすんでやろう」「考えてやろう」「な
かよくやろう」です。本年度も児童と先生方が一丸となって、これらの目標へ向けて取り組んでいきたいと
思います。
　昨年度から新しい教育課程（新学習指導要領）で学習を進めていますが、この４月には児童１人１台のノー
ト型パソコンが配備され、それらを使ったＩＣＴ教育にも取り組んでいます。そのほかにも、外国語や安全・
防災に関わる教育、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）についても学んでいきます。
　このような新しい学習も大切ですが、中川村だからこそできる地域に
根ざした体験活動にも積極的に取り組んでいきたいと思っています。
感染対策をしっかり施しながら、地域の「ひと・もの・こと」との関わ
りを通して、さまざまな活動に粘り強く取り組み、学び合い高め合って
いこうとする姿を目指します。
　微力ではありますが、中川村の子どもたちのために、教職員と力を合
わせて頑張ってまいりますので、ご支援ご協力をお願いします。

新しく中川西小学校に就任された
松
まつ

㟢
ざき

　善
よしゆき

幸　校長先生

朝は笑顔で元気よく登校の西小児童

施
設
紹
介

ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
中
川
村

美
術
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　

ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
中
川
村
美
術

館
修
繕
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

工
事
で
は
、
建
設
当
時
の
姿
を
大

切
に
し
な
が
ら
経
年
劣
化
に
よ
り

傷
ん
だ
部
分
を
中
心
に
改
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
館
で
は
、ホ
ー
ル
鉄
部
の
塗

装
塗
り
替
え
、床
タ
イ
ル
や
テ
ラ
ス

デ
ッ
キ
の
張
り
替
え
、
天
上
や
窓
の

防
水
遮
光
対
策
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ア
ト
リ
エ
棟
に
は
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
、
屋
外
ト
イ
レ
を
洋
式

化
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
各
所
に

手
を
入
れ
、よ
り
観
覧
し
や
す
く
過

ご
し
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
費
は
、
１
，６
０
６
万
円

（
う
ち
、
過
疎
債
８
８
０
万
円
）で

す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

美
術
館
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５
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実
施
方
針
策
定
の
背
景

　

国
は
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
だ
け
で

は
整
備
が
進
ま
な
い
森
林
の
対
策
と

し
て
、「
森
林
経
営
管
理
法
」
を
施

行
し
ま
し
た
。
森
林
所
有
者
は
適
時

に
森
林
施
業
な
ど
の
経
営
管
理
を
行

う
と
と
も
に
、
市
町
村
は
こ
れ
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
措
置
す
る
べ
く

努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、

令
和
元
年
度
か
ら
「
森
林
環
境
（
譲

与
）
税
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
市
町
村
で
は
、
こ
れ
ら
の
森
林

整
備
関
連
対
策
を
計
画
的
に
推
進
で

き
る
よ
う
、
今
後
約
10
年
間
程
度
の

長
期
の
「
森
林
経
営
管
理
制
度
実
施

方
針
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
、

中
川
村
に
お
い
て
も
令
和
３
年
３
月

に
こ
の
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

中
川
村
の
森
林
・
林
業
の

現
状
と
課
題

　

全
国
の
市
町
村
と
同
様
、
当
村
で

も
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
が
十
分
に
行

わ
れ
ず
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
森
林
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
近
年
多
発
す
る

集
中
豪
雨
・
土
砂
災
害
か
ら
村
を
守

る
た
め
、
森
林
を
活
用
し
村
の
林
業

を
活
性
化
す
る
た
め
に
も
適
切
な
森

林
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
期
的
な
対
策
の
進
め
方

　

ま
ず
、
第
１
段
階
と
し
て
、
村
内

を
５
地
区
程
度
に
分
け
、
５
年
間
ほ

ど
か
け
て
、
森
林
整
備
が
進
ん
で
い

な
い
森
林
な
ど
に
つ
い
て
、
森
林
所

有
者
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
森
林
経
営
の
現
状
や
、
整
備

が
進
ま
な
い
理
由
な
ど
を
明
ら
か
に

し
て
今
後
の
対
策
に
活
か
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
森
林
所
有
者
が
森

林
組
合
な
ど
に
委
託
し
て
整
備
を
実

施
で
き
る
森
林
に
つ
い
て
は
、
森
林

経
営
計
画
を
樹
立
す
る
な
ど
団
地
化

と
合
わ
せ
て
森
林
整
備
を
推
進
し
ま

す
。

　

次
に
第
２
段
階
と
し
て
、
右
記
の

５
年
間
の
対
策
に
よ
っ
て
も
施
業
の

実
施
が
難
し
く
、
か
つ
防
災
上
の
リ

ス
ク
が
高
い
森
林
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
２
年
ほ
ど
か
け
て
再
度
詳
細
な

意
向
調
査
を
実
施
し
て
、
村
を
介
し

た
林
業
事
業
体
へ
の
経
営
委
託
な
ど

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

当
面
の
村
の
森
林
整
備

関
係
施
策
な
ど

　

村
で
は
、
上
記
の
長
期
的
な
対
策

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
間
も
、
森
林

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

「
森
林
環
境（
譲
与
）税
」
な
ど
を
活

用
し
、
以
下
の
よ
う
な
対
策
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑴
森
林
整
備
・
再
生
対
策
（
間
伐
や

再
造
林
、
竹
林
整
備
な
ど
の
国
県

補
助
へ
の
村
単
独
か
さ
上
げ
制
度

な
ど
）

⑵
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
拡
大

（
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す

る
助
成
な
ど
）

⑶
森
林
・
林
業
後
継
者
の
育
成
（
小

学
生
対
象
の
森
林
教
育
や
木
製
品

の
提
供
な
ど
）

⑷
そ
の
ほ
か
林
道
維
持
管
理
な
ど

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

①

④

②

③
アンケート調査実施 現地調査などを依頼

森林所有者

管理委託を希望

中川村役場

森林組合などにより
森林の現地調査などを実施

調査結果に基づく森林経営計画策定、施業委託契約締結

「
中
川
村
森
林
経
営
管
理
制
度
実
施
方
針
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
‼
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令
和
２
年
度

中
山
間
地
域
農
業
直
接
支
払
事
業
の
取
組

　
「
耕
作
放
棄
農
地
の
発
生
防
止
」

お
よ
び
「
農
地
の
多
面
的
機
能
の
発

揮
」
を
目
的
に
、
中
山
間
地
域
な
ど

の
条
件
が
不
利
な
耕
作
地
で
農
業
を

営
ん
で
い
る
農
業
経
営
者
お
よ
び
集

落
に
対
し
、
国
な
ど
か
ら
交
付
金
が

交
付
さ
れ
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
が
全
国
的
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
第
５
期
対

策
と
し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
第
５
期
の
１
年
目

の
た
め
、
対
象
農
用
地
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
実
績
は
、
協
定
総
面

積
１
６
７
・
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
前
年

度
比
△
６
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
交
付

金
総
額
約
２
，５
９
０
万
円
（
前
年

度
比
△
96
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
細
は
表
①
②
を
参
照
）

令
和
２
年
度
の

取
組
実
績

交
付
金
の
使
途

　

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
へ
交
付
さ
れ
た

交
付
金
は
、「
共
同
取
組
活
動
の
た

め
に
使
う
お
金
」
と
「
耕
作
者
が
受

け
取
る
お
金
」
に
分
け
ら
れ
、
令
和

元
年
度
の
配
分
状
況
は
、
協
定
全
体

の
平
均
で
共
同
取
組
活
動
に
51
・
２

パ
ー
セ
ン
ト
、耕
作
者
に
48
・
８
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

産
業
振
興
課
農
政
係

内
線
34

表①　各集落の取組面積と交付額

集落名 単　価
区　分

面　積
（単位：ha）

交付金額
（単位：千円）

1 飯　沼 通常 5.6 830
2 美　里 通常 40.3 7,512
3 北　組 通常 14.6 2,104
4 下平１ 通常 2.3 332
5 沖　町 ８割 1.3 189
6 三　共 通常 13.1 1,719
7 南　陽 通常 15.7 2,766
8 桑　原 ８割 1.9 304
9 柏　原 ８割 1.5 208
10 柳　沢 通常 23.6 2,610
11 小　平 通常 1.1 298
12 竹ノ上 通常 13.7 1,764
13 前沢洞 通常 30.9 4,981
14 田島平 通常 1.3 289

計 167.0 25,907

表②　基準別の面積と交付額

交付基準 単　価
区　分

交付単価
（単位：円/㎡）

面　積
（単位：ha）

交付金額
（単位：千円）

田急傾斜
上乗 6.0 31.3 1,879
通常 21.0 81.9 17,191
８割 16.8 3.9 654

田緩傾斜 通常 8.0 45.0 3,601
８割 6.4 0.7 43

畑急傾斜
上乗 6.0 4.4 264
通常 11.5 12.9 1,486
８割 9.2 − −

畑緩傾斜 通常 3.5 22.4 785
８割 2.8 0.2 5

計 167.0 25,907

　　６月の星空★天体情報

★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★

天体あれこれ　「火星にヘリコプターが飛んだ！！」

　「火星での超軽量小型ヘリコプターの飛行に成功した」と米航空宇宙局（NASA）が４月19日（現地時間）

に発表しました。このヘリコプターの重さは約1.8キログラムと小型ですが、カメラを搭載していて映像の

撮影にも成功しました。今まで車型のものを使っての探査や撮影には実績がありましたが、今回はヘリコ

プター型の登場です。１回目の飛行実験は高度３メートルほどを約40秒飛行し、２回目は高度５メートル

を約52秒飛行しました。３回目は高度５メートルを50メートル水平移動して元の場所に戻ってきました。

その中でホバーリングをしながらの撮影など数回テストを行い、どれも満足の行く結果だったようです。

これからさらに実験を繰り返して改良されていけば「より速く」「より遠く」へ行っての探査が可能になり

ます。そうすればまた火星の新しい発見があるのかもしれませんね。

銀河ドームから

★６月にみえる惑星・衛星　　　火星　　土星　　月

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日　午後７時30分〜９時30分　TEL 88ー4288
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国
民
健
康
保
険
税 

～
６
月
か
ら
納
付
が
始
ま
り
ま
す
～

く
ら
し
と
税
金

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
に
備
え
て
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
お
金
を
出
し
合
い
、
医
療
機
関
に
か
か
る

と
き
の
医
療
費
の
補
助
な
ど
に
あ
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
な
ど
の
補
助
金
や
医

療
機
関
で
支
払
う
一
部
負
担
金
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

納
税
義
務
者

　

国
民
健
康
保
険
は
世
帯
ご
と
の
加

入
と
な
り
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
（
世
帯
主
が
国
保
に
加

算
出
方
法
に
つ
い
て

　

加
入
者
ご
と
に
、
医
療
保
険
分
、

介
護
保
険
分
（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
方
に
課
税
）、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
を
表
①
の「
①
所
得
割
」「
②
資

産
割
」「
③
均
等
割
」「
④
平
等
割
」の
と

お
り
に
計
算
し
、
①
か
ら
④
を
合
計

し
た
金
額
が
年
税
額
と
な
り
ま
す
。

加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　

国
保
税
は
社
会
保
険
な
ど
と
の
二

重
払
い
を
防
止
す
る
た
め
、
国
保
に

加
入
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
脱

退
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で

月
割
り
で
課
税
と
な
り
ま
す
。
国
保

に
加
入
、
脱
退
さ
れ
る
場
合
は
必
ず

軽
減
に
つ
い
て

　

低
所
得
者
世
帯
に
つ
い
て
は
、
医

療
保
険
分
、
介
護
保
険
分
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
と
も
所
得
に
応
じ
て

均
等
割
と
平
等
割
に
つ
い
て
軽
減
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
が
な
く

て
も
住
民
税
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い

方
が
、
そ
の
世
帯
の
被
保
険
者
の
中

に
い
る
と
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

お
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
リ
ス
ト
ラ
や
会
社
の
倒

産
、
解
雇
な
ど
事
業
主
の
都
合
で
離

職
し
た
方（
非
自
発
的
失
業
者
）は
、

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

●
倒
産
や
解
雇
な
ど
の
理
由
に
よ

り
離
職
し
た
人
（
雇
用
保
険
の

特
定
受
給
資
格
者
）

●
雇
用
契
約
が
更
新
さ
れ
な
い
、

雇
い
止
め
な
ど
の
理
由
に
よ
り

離
職
し
た
人
（
雇
用
保
険
の
特

定
理
由
離
職
者
）

※
65
歳
以
上
の
方
や
高
年
齢
受
給

資
格
者
お
よ
び
特
例
受
給
資
格

者
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

【
軽
減
額
】

　

前
年
の
給
与
所
得
を
「
30
／

１
０
０
」
と
み
な
し
て
算
定
し
ま

す
。

※
離
職
し
た
本
人
の
給
与
所
得
の

み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

軽

減
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」、印
鑑
を
持
参
し
、

住
民
税
務
課
税
務
係
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

税
制
改
正
に
伴
う

�

見
直
し
に
つ
い
て

　

個
人
住
民
税
の
改
正
（
給
与
所
得

控
除
や
公
的
年
金
控
除
か
ら
基
礎
控

除
へ
の
10
万
円
振
替
）
に
よ
り
給
与

所
得
・
公
的
年
金
所
得
が
増
額
す
る

こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
判
定
所
得
基
準
を
次
ペ
ー
ジ
表

②
の
と
お
り
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

（
加
入
者
（
世
帯
主
含
む
）
の
合
計

所
得
金
額
が
次
ペ
ー
ジ
表
②
で
算
出

し
た
額
以
下
の
世
帯
）

区　分 算定基礎 医療保険分
税率・税額

介護保険分
税率・税額

後期高齢
支援金分
税率・税額

①所得割
前年中の総
所得金額か
ら43万円を
控除した額

5.8％ 1.75％ 1.75％

②資産割

本年度中の
固定資産税
額のうち、土
地・家屋にか
かる税額

27.0％ 7.1％ 7.0％

③均等割 被保険者
１人当り 21,000円 8,500円 5,300円

④平等割 １世帯
当り 21,000円 6,500円 5,000円

最高限度額 630,000円 170,000円 190,000円

入
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
納
税
義
務

者
と
な
り
納
税
通
知
書
は
世
帯
主
様

宛
て
に
送
付
し
ま
す
）。
納
税
通
知

書
は
６
月
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
遅

れ
ま
す
と
、
加
入
資
格
を
得
た
月
ま

で
遡
っ
て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

表①　税率表
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軽減
割合

軽減判定所得基準額

現　行 改正後（令和3年度）

７割 33万円 43万円+【（給与所得者等の人数-1）×10万円】

５割 33万円+（28万5千円×加入者数） 43万円+【（給与所得者等の人数-1）×10万円】+（28万5千円×加入者数）

２割 33万円+（52万円×加入者数） 43万円+【（給与所得者等の人数-1）×10万円】+（52万円×加入者数）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
被
保
険
者
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
に
つ
い
て

【
対
象
世
帯
】

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死

亡
し
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ

た
世
帯

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持

者
の
事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
、

山
林
収
入
ま
た
は
給
与
収
入
（
以

下
「
事
業
収
入
等
」）
の
減
少
が

見
込
ま
れ
、
次
の
①
～
③
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
世
帯

①
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入

な
ど
の
い
ず
れ
か
の
減
少
額
が
前

年
の
当
該
事
業
収
入
な
ど
の
額
の

10
分
の
３
以
上
で
あ
る
こ
と

②
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
１
，０
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と

③
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
主

た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
な

ど
に
係
る
所
得
以
外
の
前
年
の
所

得
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と

【
対
象
と
な
る
国
保
税
】

●
令
和
3
年
度
の
国
保
税
で
、
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
の
納
期
限
の
も
の

●
国
保
税
年
税
額
か
ら
、
減
少
が
見

込
ま
れ
る
事
業
収
入
な
ど
に
係
る

国
保
税
を
算
出
し
、
減
額
ま
た
は

免
除
の
割
合
（
被
保
険
者
の
前
年

合
計
所
得
金
額
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）
を
乗
し
た
金
額
を
減
免
し
ま

す
。

※
非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減
制
度
に

該
当
す
る
方
は
当
該
制
度
に
よ
る

軽
減
の
み
。

※
証
拠
書
類
（
預
金
通
帳
、
申
告
書

写
し
な
ど
収
入
の
わ
か
る
も
の
）

を
提
示
し
減
免
申
請
が
必
要
で

す
。

　

ご
不
明
な
点
は
住
民
税
務
課
税
務

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
保
険
税
納
付
は

　
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
い
、

　
口
座
振
替
が
オ
ス
ス
メ
で
す
～

お
近
く
の
金
融
機
関
、

　
ま
た
は
住
民
税
務
課
税
務
係
で

　
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
け
て

い
る
方
は
、毎
年
６
月
に「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
は
、
６
月
１
日
時
点
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
・

特
例
給
付
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

対
象
と
な
る
家
庭
に
は
、
住
民
税

務
課
か
ら
６
月
上
旬
に
現
況
届
な
ど

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た

だ
き
、
期
限
ま
で
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
提
出
期
限

　

６
月
30
日（
水
）

※
６
月
20
日（
日
）は
休
日
受
付
を
行

い
ま
す
。

※
状
況
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
必
要
な
も
の

・
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届

・
受
給
者
が
被
用
者
（
会
社
員
な

ど
）
の
場
合
は
、
健
康
保
険
被
保

険
者
証
ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書

※
児
童
と
別
居
し
て
い
る
方

・
児
童
の
住
所
が
村
外
の
場
合
、
児

童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
本
籍
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
監
護
・
生
計
同
一
申
立
書
（
児
童

と
生
活
さ
れ
て
い
る
方
の
署
名
、

捺
印
が
必
要
で
す
。）

▼
そ
の
他

　

期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
、

６
月
以
降
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�

住
民
税
務
課
住
民
係

�

内
線
43

６
月
は

児
童
手
当・特
例
給
付
現
況
届
の

提
出
月
で
す

表②　軽減判定所得基準表

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42
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４月18日（日）　英語であそぼ！
　３組９人が参加。コロナ対策のため村内者限定の利用とな
りました。参加者は少なめでしたが、ブロックを積み上げて英
語で数を数えたり、宝探しゲームなどをしてみんなで盛り上
がりました。

vol.115

今月は片桐保育園
「すみれ組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分
【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの６月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：６月１日（火）　午前10時～午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・赤ちゃん集まれ！　予約制
　日時：６月11日（金）　午後２時～
・助産師さんを囲んで　おしゃべり＆相談会　予約制
　日時：６月15日（火）　午前10時30分～11時30分
　＊個別相談は予約でお受けします。
・キッズ・ヘアカット講習会　予約制
　日時：６月28日（月）　午前10時30分～11時30分
※急遽変更になるかもしれませんので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

すみれ組
男の子８人　女の子11人　合計19人
てんとう虫、ちょうちょ、かなへび！

のびる、どろ団子、すいこんぼう、お花…！！
畑にはおもしろいものがいっぱいだよ。

vol.116

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201

♪お～はなが　わ～らった～♬
すきなお花を作って、ちいさいお友だちに

うたをプレゼントしたよ

片桐保育園の畑へお散歩
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（
第
63
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

～ 
生
活
も
　
ウ
イ
ル
ス
予
防
も
　
蛇
口
か
ら 

～

　

わ
た
し
た
ち
が
普
段
生
活
す
る
中

で
、
水
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
こ
の
水
に
対
す
る
国
民
の
理

解
と
関
心
を
深
め
、
ま
た
公
衆
衛
生

の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

目
的
で
、
昭
和
34
年
か
ら
水
道
週
間

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
小
学
生
に
よ
る
上
水
道

施
設
の
見
学
な
ど
を
行
い
、
水
道
に

つ
い
て
の
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。小学生施設見学の様子

６
月
１
日（
火
）か
ら

　
　

７
日（
月
）ま
で

「
水
道
週
間
」で
す

　

中
川
村
の
村
営
水
道
は
、
昭
和
52

年
に
完
成
し
、
村
内
に
給
水
を
開
始

し
ま
し
た
。
現
在
の
給
水
人
口
は

４
，７
３
６
人
で
、
普
及
率
は
99
・
７

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水

源
は
、
南
向
地
区
に
沢
入
浄
水
場
、

片
桐
地
区
に
は
７
つ
の
深
井
戸
が
あ

り
、
各
水
源
の
水
を
９
つ
の
配
水
池

か
ら
各
家
庭
に
給
水
を
し
て
い
ま

す
。
水
道
施
設
の
状
況
や
使
用
さ
れ

て
い
る
水
の
量
な
ど
は
、
役
場
に
設

置
さ
れ
て
い
る
集
中
監
視
装
置
で
管

理
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
修
繕

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
安

定
供
給
の
た
め
計
画
的
に
施
設
更
新

を
行
っ
て
い
ま
す
。

漏
水
の
発
見
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

村
営
水
道
の
老
朽
化
が
進
み
、
漏

水
が
起
き
て
い
ま
す
。
漏
水
は
主

に
、
水
道
管
に
亀
裂
が
入
っ
た
り
、

管
の
継
手
が
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
で

発
生
し
ま
す
が
、
水
道
管
が
地
下
に

埋
設
さ
れ
て
い
る
た
め
発
見
が
難
し

く
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。
も
し
、
お
近

く
で
普
段
水
気
の
無
い
場
所
が
湿
っ

て
い
た
り
、
そ
こ
か
ら
水
が
流
れ
て

い
た
り
す
る
場
合
は
漏
水
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
環
境
水
道
室
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
で
の
漏
水
も
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

よ
り
宅
内
の
水
道
管
に
つ
い
て
は
使

用
者
の
管
理（
修
繕
含
む
）と
な
り

ま
す
の
で
、
隔
月
の
検
針
水
量
の

チ
ェ
ッ
ク
や
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確

認
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

内
線
63

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
前
沢

川
か
ら
眺
め
る
五
人
坊
主
の
雪
形

で
す
。

　

中
央
ア
ル
プ
ス
が
雪
解
け
を
迎
え

る
頃
、南
駒
ヶ
岳
の
中
央
カ
ー
ル

に
五
人
坊
主
と
呼
ば
れ
る
５
つ
の

点
が
現
れ
ま
す
。
昔
は
「
五
人
坊

主
が
現
れ
て
か
ら
籾も

み

蒔ま

き
を
始
め

る
と
霜
に
あ
わ
ず
に
良
い
苗
が
で

き
る
」
と
言
わ
れ
、
山
の
雪
形
を

見
て
農
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
田
植
え
の
時
期
に
見
頃

を
迎
え
る
五
人
坊
主
。
前
沢
川
沿

い
に
広
が
る
水
田
と
調
和
し
、の
ど

か
な
農
村
風
景
を
楽
し
め
ま
す
。

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

Point 

雪
形
と
農
作
業

前
沢
川
沿
い
か
ら
見
る

五
人
坊
主（
中
通
）

中
川
村
の
魅
力
再
発
見
！

25

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

消防団
第６部詰所（中通）
●

中川西小
　　   ●

●
片
桐
保
育
園

GS

中川西小学校前

中川片桐

中川田島

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
中
川
村
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
農
村
風
景
や
人
々
の

営
み
が
息
づ
く
生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
村
で
は
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、

村
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
“
美
し
い
村
な
か
が
わ
36

景
”
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
身
近
に
あ
る
た
め
気
付
か
な
か
っ
た
隠
れ
た
名
所
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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保健センター　TEL88-3002

若いうちこそ特定健診を
受けましょう！

　この健診は、｢血管を守る｣ という視点で検査項目が設定されています。血管には、“痛い！”と

感じる神経がないため、傷ついても、動脈硬化で厚く堅くなっていても、自分ではわかりません。

　脳血管が詰まったり破れたり、心臓の血管が詰まったりして生活に影響がでると“自分の血管が

傷んだんだな”ということがわかるのです。

　下の表は、介護認定者で脳血管疾患と心不全のある人の割合です。40～64歳では、脳血管疾患の

割合が高く、75歳以上になると脳血管疾患も心不全患も40パーセントを超え急増しています。

　右の表は、健診の受診率です。

40～64歳の受診率が低くなっていま

す。高血圧や高血糖は放置すると血

管の内側の壁(内皮)を傷つけ、脳や心

臓血管の疾患を発症する主要因とな

ります。

　体は変化していくので、毎年健診

受診をして血液の質をよくしておく

ことが大事です。

　「新型コロナウイルス感染症」対策はまだまだ続きそうです。この背景には ｢変異株｣ の拡大が

あり、従来株に比較して感染力が強く、50歳代以下でも重症化しやすいとされており、今までとは

違った猛威をふるっています。以前から、高血圧・高血糖・肥満といった基礎疾患があると重症化

しやすいといわれています。感染症は、だれもが感染の可能性がありますので、なるべく重症化を

防ぐためにも、毎年健診を受けて自覚症状ではわからない体の変化を把握し、リスクを軽減してお

くことが大切です。

｢特定健診｣、毎年あるけれどなぜ受けるのでしょうか？

1 介護認定者で脳血管疾患・虚血性心疾患をもっている人の割合（近隣町村との比較）

脳血管疾患 虚血性心疾患

40〜64歳 65〜74歳 75歳以上 40〜64歳 65〜74歳 75歳以上

中川村 12.5 6.6 40.2 32.2 12.1 44.1

近隣　Ａ 0 7.6 32.2 32.3 15.4 36.9

近隣　Ｂ 9.7 7.4 33.0 23.0 10.1 28.4

2 健診受診率（近隣町村との比較）

特定健診 後期高齢健診

40〜64歳 65〜74歳 75歳以上

中川村 43.5 65.5 22.2

近隣　Ａ 47.6 63.2 15.7

近隣　Ｂ 59.5 76.3 18.8

（単位：パーセント）

（単位：パーセント）



№516広報13

地域おこし協力隊活動記 vol.83 …２人の新隊員紹介！…
　令和３年４月１日から、村の地域おこし協力隊に新たに２人の隊員を迎え、日々地域おこしのための活
動が行われています。
　今回の「地域おこし協力隊活動記」は、新しい隊員の紹介をします。

氏　名：秋
あきやま

山　祐
ゆうき

毅
年　齢：29歳　　出身地：大阪府（吹田）
特　技：料理　　 趣　味：映画鑑賞・落語
Q　中川村の印象は？
　伊那谷に移住して４か月、協力隊になって １ か月が過ぎたこれまでの中川村
の印象は、食べものが美味しく、豊かな自然や絶景にかこまれ、住んでいる方
の人柄がとてもよく、クリエイティブな人が多い村。そんな印象です。とても
居心地よく生活できています。
Q　地域おこし協力隊員になったきっかけは？
　飯島町在住の陶芸家の方とのご縁でこの美しい谷に出会ったのが昨年の年末頃でした。すぐに移住を決め今後
の展開を考えているときにこの募集を知りました。来たことこそなかったものの、以前から知っていた絶景のあ
る陣馬形山、そしてその話を役場で伺った時の担当の職員の方の人柄に惹かれたのがきっかけです。
Q　現在の活動内容と今後の目標は？
　SNSなどの影響で人気が出たことにより多くの人が訪れ、余裕がなくなっていた陣馬形山キャンプ場は、４月
20日から完全予約制の有料キャンプ場として新たにオープンしました。ゆとりあるスペースで絶景を見ながらゆっ
くりとした時を過ごしてほしい。そしてこの村を、土地のことを好きになってほしい。そんな想いでスタートし
たキャンプ場は、お客様と話すたびに有料化してよかったというお声をいただき、２月からキャンプ場の立ち上
げに携わっていた身としては、ほっと胸をなで下ろしているところです。今後はさらに陣馬形山からの絶景を堪
能できるように、空間の質やサービスの向上に取り組んでいきたいと考えております。また、キャンプ場に留ま
らず、伊那谷にたくさんある魅力をさらに向上させていくような事業の展開を考えています。

氏　名：田
たくま

熊　清
せいたろう

太朗
年　齢：22歳　　　　　　　　出身地：東京都（神田）
特　技：バスケ・ラクロス　　趣　味：映画鑑賞・ゲーム
Q　中川村の印象は？
　日本で最も美しく魅力的な村。これに尽きると思います。豊かな自然と村民
の方々の暖かさ、生き生きと働く姿勢などすべてが相まって形成しているよう
に感じました。初めて中川村を知ったのはオンラインイベントですが、一度も
訪れたことがないにも関わらず、この素晴らしい環境に自分も身を置きたいと強く感じたことを覚えています。
Q　地域おこし協力隊員になったきっかけは？
　前述した通り、「日本で最も美しい村」連合のオンラインイベントで中川村のことを知り、地域おこし協力隊に
応募しました。そこまでの過程を、少し長くなりますが読んでもらえると幸いです。
　大学４年生の就職活動での自己分析で、個性的で周りの人がしない経験を積みたいということがわかりました。
小さい頃から １ 番を目指すことよりも、個性を大事にオンリーワンな存在になることが大切だと教えられてきた
影響だと思います。最初は新卒で就職活動をしていたのですが、進めていくうちに自分の軸とはそぐわないと強
く思うようになりました。自分の見ていた世界は狭い、そう感じた私は自分に合った人生の歩み方を見つけよう
と思い親や友人、先輩の紹介でいろいろな人に話を聞き、そこで「日本で最も美しい村」連合を知り、オンライ
ンイベントに参加することになりました。
Q　現在の活動内容と今後の目標は？
　ふるさと納税や陣馬形山キャンプ場の管理、農業観光交流センターのマルシェなどに携わっています。観光学
を専攻していたので、現在は実践と観光学の理論をつなげている最中です。村に関係することでしたら何でも前
向きに取り組みたいと思っています。地域おこし協力隊の活動を通していろいろな経験を積み、中川村を一人でも
多くの人に知ってもらうため尽力したいです。大学を卒業したばかりの未熟者ですが、よろしくお願い致します。
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人
権
特
設
相
談
所
を開設

し
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
43
・
44

　

家
族
間
の
問
題
、
近
隣
の
ト
ラ
ブ

ル
、
高
齢
者
・
子
ど
も
の
問
題
、
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
の
人
権

に
関
す
る
問
題
、
心
配
ご
と
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時

　

６
月
１
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
（
長
野
地
方
法
務
局
伊
那
支
局
）

　

TEL 

78
―
３
４
６
２

福
祉
タ
ク
シ
ー
券

対
象
者
を
拡
充
し
ま
し
た

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

内
線
27

　

村
で
は
、
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い

児
者
の
交
通
手
段
を
確
保
し
、
社
会

活
動
の
範
囲
を
広
め
る
と
と
も
に
経

済
的
負
担
の
軽
減
と
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
移
動
に
車
椅

子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
必
要
な
方

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
受
付
窓
口

　

保
健
福
祉
課

▼
拡
充
さ
れ
た
対
象
者

　

車
椅
子
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど

の
福
祉
用
具
使
用
者

▼
交
付
枚
数

　

１
か
月
当
た
り
２
枚

※
た
だ
し
、
月
数
は
交
付
決
定
月
か

ら
起
算
し
、
交
付
年
度
の
３
月
ま

で
の
期
間
で
計
算
し
ま
す
。

国
保
特
定
健
診
・
循
環
器
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
実

施
し
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２（
直
通
）

　

脳
血
管
・
心
臓
血
管
な
ど
血
管
を

守
る
た
め
の
健
診
「
特
定
健
診
」
な

ど
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

該
当
者
の
方
に
は
、
受
診
券
、
問

診
票
な
ど
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
日
時

　

６
月
９
日（
水
）～
11
日（
金
）、

　

14
日（
月
）、
15
日（
火
）

　

午
前
８
時
～
11
時
、

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所　

社
会
体
育
館

大
腸
が
ん
検
診
・
胃
検
診
・

前
立
腺
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２（
直
通
）

　

該
当
者
の
方
に
は
、
受
診
券
・
問

診
票
な
ど
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
日
時

　

６
月
９
日（
水
）～
11
日（
金
）、

　

14
日（
月
）、
15
日（
火
）

　

午
前
８
時
～
11
時
、

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所　

社
会
体
育
館

集
会
所
で

『
健
康
体
操
の
会
』
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
６
１
７
７（
直
通
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
外
出
や
人
と
会
う
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
こ
と
で
筋

力
･
体
力
が
低
下
し
た
り
、
食
欲
が

衰
え
た
り
し
が
ち
で
す
。
そ
の
よ
う

な
状
態
を
「
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）」
と

い
い
、
さ
ら
に
進
行
し
た
り
、
病
気

が
加
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

現
在
13
地
区
で
『
健
康
体
操
の

会
』
を
開
催
し
、
フ
レ
イ
ル
予
防
・

認
知
症
予
防
の
体
操
を
行
う
取
り
組

み
を
始
め
て
い
ま
す
。
村
か
ら
月
１

回
、
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
講

師
は
「
村
歌
体
操
」
で
お
な
じ
み
の

健
康
運
動
指
導
士　

小
林
新
一
さ
ん

と
、
介
護
予
防
運
動
指
導
員　

伊
藤

節
子
さ
ん
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
地
区
で
も
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

現
在
開
催
の
地
区
は
、
飯
沼
・
美

里
・
下
平
・
沖
町
・
三
共
・
葛
北
・

柏
原
・
横
前
・
小
和
田
・
中
央
・
中

通
・
上
前
沢
・
南
原
で
、
参
加
者
は

感
染
症
対
策
（
体
温
測
定
・
マ
ス
ク

着
用
・
換
気
・
消
毒
な
ど
）
を
し
っ

か
り
し
て
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し

く
体
操
し
て
い
ま
す
。

　
「
や
っ
て
み
た
い
な
」
と
い
う
方

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
催
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と
も
、

ご
相
談
に
の
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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狩
猟
免
許
試
験
が実施

さ
れ
ま
す

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

　

令
和
３
年
度
第
１
回
狩
猟
免
許
試

験
お
よ
び
初
心
者
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
初
心
者
狩
猟
免
許
講
習
会

　

６
月
12
日（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
予
定
）

　

場
所　

県
伊
那
合
同
庁
舎

▼
狩
猟
免
許
試
験

　

６
月
19
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

場
所

　

県
伊
那
合
同
庁
舎
（
わ
な
の
み
）

　

県
長
野
合
同
庁
舎
（
わ
な
・
銃
）

▼
対
象

　

長
野
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
狩
猟

免
許
を
取
得
し
た
い
方
ま
た
は
種
別

の
異
な
る
免
許
を
取
得
し
た
い
方

▼
受
験
手
数
料

　

初
心
者
講
習
会　

３
，３
０
０
円

　

狩
猟
免
許
試
験　

５
，２
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
間

　

５
月
17
日（
月
）～
28
日（
金
）

▼
申
し
込
み
先

　

上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務
課

※
申
込
書
な
ど
は
役
場
産
業
振
興
課

耕
地
林
務
係
ま
た
は
上
伊
那
地
域

振
興
局
林
務
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

初
心
者
講
習
会
は
必
修
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
受
講
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
第
２
～
４
回
の
試

験
・
講
習
の
日
程
、
様
式
な
ど
詳
し

く
は
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
み
チ
ケ
ッ
ト
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

内
線
62

　

上
伊
那
広
域
連
合
で
は
、
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
を
目
的
と
し
た
ご

み
処
理
費
用
の
有
料
化
（
ご
み
チ

ケ
ッ
ト
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
年
間
の
ご
み
の
量
に
応
じ
て
チ

ケ
ッ
ト
を
使
う
仕
組
み
で
す
。

　

本
年
度
も
、
各
家
庭
に
残
っ
て
い

る
未
使
用
ご
み
チ
ケ
ッ
ト
の
回
収
を

行
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
ご
み
チ
ケ
ッ
ト
は
回
収

枚
数
に
応
じ
て
、
上
伊
那
広
域
連
合

か
ら
各
小
学
校
に
奨
励
金
が
交
付
さ

れ
、
小
学
生
の
活
動
資
金
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

回
収
は
、
環
境
学
習
の
一
環
と
し

て
中
川
東
・
西
小
学
校
の
児
童
が

行
っ
て
い
ま
す
。
お
近
く
に
小
学
生

が
い
る
ご
家
庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

預
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、建
設

環
境
課
の
窓
口
で
も
回
収
し
て
い
ま

す
。

税
理
士
に
よ
る
各
種
税
金
の

無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

関
東
信
越
税
理
士
会
伊
那
支
部

事
務
局

TEL 

74
―
８
１
７
０

放
送
大
学　
入
学
生
募
集

放
送
大
学
学
習
セ
ン
タ
ー

TEL 

０
２
６
６
―
58
―
２
３
３
２

　

本
年
度
も
税
理
士
に
よ
る
各
種
税

金
の
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
程

　

７
月
７
日（
水
）、８
月
４
日（
水
）

　

９
月
１
日（
水
）、10
月
６
日（
水
）

　

11
月
10
日（
水
）、12
月
１
日（
水
）

令
和
４
年

　

４
月
６
日（
水
）、５
月
11
日（
水
）

　

６
月
１
日（
水
）

▼
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

伊
那
市
中
央
４
５
４
２
―
２

　

関
東
信
越
税
理
士
会
伊
那
支
部
事

務
局
（
ホ
テ
ル
セ
ン
ピ
ア
様　

駐
車

場
脇
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
相
談
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
な
お
、
予
約
が
い
っ
ぱ

い
と
な
り
次
第
、
締
め
切
り
と
い

た
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

総
務
省　

信
越
総
合
通
信
局

TEL 

０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
９
６

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
長
野
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間

　

第
１
回　

８
月
31
日（
火
）ま
で

　

第
２
回　

９
月
14
日（
火
）ま
で

　

公
共
の
電
波
を
正
し
く
使
用
す
る

た
め
に
、
電
波
法
と
い
う
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、ル
ー
ル
を
守
ら
な
い「
不

法
無
線
局
」
か
ら
発
射
さ
れ
る
電
波

に
よ
る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障

害
や
消
防
・
救
急
や
航
空
な
ど
重
要

な
無
線
通
信
へ
の
混
信
・
妨
害
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
な

ど
に
よ
り
、
国
内
で
は
使
用
で
き
な

い
外
国
規
格
の
違
法
な
無
線
機
器
が

流
通
し
て
い
ま
す
。
技
術
基
準
適
合

証
明
の
マ
ー
ク（
技
適
マ
ー
ク
）が
付

い
て
い
な
い
無
線
機
器
は
、
国
内
で

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
技
適
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

て
も
免
許
を
要
す
る
無
線
設
備
も
存

在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
比
較
的
容
易

に
入
手
で
き
る
た
め
、
法
令
違
反
の

認
識
が
な
い
ま
ま
使
用
し
、
混
信
妨

害
の
原
因
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
財
産
で
あ
る
電
波
の
良

好
な
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、「
不

法
無
線
局
」
を
な
く
し
、
電
波
を
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
総
務
省

信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。



4/20（火）　陣馬形山キャンプ場が有料化となりオープン

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

増
田　

浩
治
さ
ん　
　
（
下　

平
）

　
　
　
　
　
　
（
84
歳
）

　

杉
沢　

き
よ
ゑ
さ
ん　
（
美　

里
）

　
　
　
　
　
　
（
94
歳
）

　

鈴
木　

絹
子
さ
ん　
　
（
飯　

沼
）

　
　
　
　
　
　
（
67
歳
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

中
川　

良り
ょ
う　

く
ん　
　
（
中　

組
）

�

（
純
・
絵
梨
奈
さ
ん
）

　

玉
垣　

莉り

奈な　

ち
ゃ
ん（
中　

組
）

�

（
政
博
・
千
晴
さ
ん
）

　

森
本　

陽よ
う

太た　

く
ん　
（
葛　

北
）

�

（
一
喜
・
千
穂
さ
ん
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
と
は
？

消
費
者
庁
地
方
協
力
課

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
担
当

TEL 

03
―
３
５
０
７
―
９
１
９
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

（
局
番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
を
ご
案
内
す
る
こ
と
に
よ

り
、
消
費
生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　
「
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ
て
け

が
を
し
て
し
ま
っ
た
」「
お
試
し
購

入
の
は
ず
が
定
期
購
入
契
約
に
な
っ

て
い
た
」
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、「
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き

る
。
後
日
全
額
返
金
さ
れ
る
の
で

10
万
円
を
振
り
込
む
よ
う
に
」
と
の

不
審
な
電
話
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
、

「
豪
雨
で
雨
漏
り
し
修
理
し
て
も

ら
っ
た
が
、
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ

た
」
な
ど
の
災
害
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の
電

話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
「
１
８
８
（
い
や
や
！
）」

　

８
月
３
日
の
「
司
法
書
士
の
日
」

を
含
め
た
１
週
間
を
相
続
登
記
特
別

相
談
期
間
と
し
て
、
平
28
年
度
か
ら

相
続
登
記
の
無
料
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
不
安
や
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
少
し
で

も
解
消
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
い
た

し
ま
す
。

▼
日
時

　

８
月
２
日（
月
）～
６
日（
金
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
揚
所

　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

▼
相
談
料

　

無
料

▼
予
約

　

相
談
を
希
望
す
る
司
法
書
士
事
務

所
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
相
談
例

・
相
続
登
記
の
義
務
化
や
国
庫
帰
属

の
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

・
土
地
の
登
記
名
義
が
先
々
代
の
ま

ま
と
な
っ
て
い
る

・
実
家
が
相
続
登
記
を
せ
ず
に
空
き

家
と
な
っ
て
い
る

・
妻（
夫
）に
全
財
産
を
相
続
さ
せ
た

い
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

※
お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
出
か
け

相
続
登
記
の
無
料
相
談
を

実
施
し
ま
す

長
野
県
司
法
書
士
会

TEL 

０
２
６
―
２
３
２
―
７
４
９
２

く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
司
法
書
士

事
務
所
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
司

法
書
士
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談

員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま

す
。

　陣馬形山キャンプ場が指定管理者　中川観光開発㈱のもと、有料化での運営を開始しました。
　以前まで無料で開放されていた当キャンプ場では混雑が問題となっていましたが、有料化、予約制となることで適正な管理がさ
れ、訪れた方の体験の質の向上が期待できます。
　オープン初日の4月20日は平日にもかかわらず予約は満員で、来場者からは「ゆったりした時間を過ごせて満足。」といった有
料化を歓迎する声が聞かれました。

受付の様子 薪の販売



4/25（日）　長野県市町村対抗駅伝競走大会

4/21（水）
放課後子ども教室スタート

5/2（日）〜4（火）
みあうーちゃんからの挑戦状

4/20（火）、22（木）
ブッポウソウが来ますように

むらのできごと

　第30回長野県市町村対抗駅伝大会および
第16回長野県市町村対抗小学生駅伝競走大
会が松本平広域公園陸上競技場をメイン会
場として開催されました。昨年度、感染症拡
大防止の観点から中止となりましたが、今年
度は対策を徹底して実施され、中川村も両大
会へ村代表チームを編成し、出場しました。
市町村対抗駅伝は残念ながらゴールまでタ
スキをつなぐことができませんでしたが、中
学生を中心に、区間上位をマークするなどの
力走も見られました。小学生駅伝は前回大会
よりも順位を上げ、若い選手のみなさんの今
後の活躍が期待されます。

　放課後子ども教室開校式が大草城址公園で行われ、今
年も両小学校から元気いっぱいのメンバーが集まりまし
た。
　放課後子ども教室は、子どもたちが安心安全に過ごせ
る居場所として、学び・遊び・体験などの機会を提供して
います。参加者やスタッフ、ボランティアは随時募集して
いますので、ぜひご参加ください。

　５月２日（日）から４日（火）の３日間、農業観光交流センター
「なかがわ旅の案内所」にて謎解きイベント「みあうーちゃん
からの挑戦状」が開催されました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で遠出ができないなか、楽
しみながら中川村の歴史や文化などを学ぶことができ、３日間
で128人、32組が参加しました。
　親子で参加した方からは「ちょっと難しかったけど楽しかっ
た！」「古墳があることを初めて知った」などの声があり、ゴール
デンウイークの楽しいイベントとなりました。

西小学校４年生

　４月20日（火）に西小学校、22日（木）に東小学校でブッポ
ウソウ里の会のメンバー３人と校舎屋上に巣箱をかけました。
　はじめに教室でブッポウソウの生態や保護活動について
学んだ子どもたち。ブッポウソウの写真が映されると「きれ
いー」と声が上がりました。巣箱の中や餌をついばむ様子な
ど、動画や写真を見ながら興味深く説明を聞きました。
　その後屋上へ移動し、里の会メンバーがフェンスの外側に
ワイヤーで設置するところを見ながら「入ってくれるかなー」
「入るといいねー」と口にしていました。 東小学校６年生

みあうーちゃん
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再生紙を使用
しております

←緊急情報配信サービス
　携帯電話でアクセスを！

中川村の人口 【５月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,791人（－4）	 2,279人（＋1）	 2,512人（－5）	  1,680世帯（＋3）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

へ未来 なかがわ vol.37

　５月８日（土）に飯沼地区の傾斜地に
広がる棚田で18年目となる田植えが行
われました。
　田植えには「飯沼農業活性化委員
会」のみなさんを中心に、伊那食品工
業㈱、米澤酒造㈱、上伊那農協、一般
の方約50人が参加し、棚田11枚（約
50アール）に機械と手植えで苗を植え
ました。
　現体制での稲作りは今年が最後とい
うこともあり、みなさん名残惜しそう
に丁寧に苗を植えました。
　稲刈りは９月中旬に行われる予定
で、米澤酒造㈱にて地酒「おたまじゃ
くし」として商品化されます。

飯沼棚田で酒米の田植え

●北 島 　葉
よう

 さん（渡場）
駒ヶ根工業高等学校２年生（16歳）

― 高校生活はどうですか。
　毎日が充実していてとても楽しいです。ずっと憧れて
いた野球部のマネージャーをやり、毎日頑張っている
選手のサポートをできることがとても幸せです。
　２年生になり専門的な勉強が始まってきて難しいで
すが、より深くまで勉強できて楽しいです。

― 今頑張っていることは何ですか。
　５月の終わりにある第二種電気工事士という国家
資格を取得するための勉強を頑張っています。朝補
習を受けたり、実習の時間で実技試験の問題を実際
にやったりなど難しいですが合格するために頑張っ
ています。

― 10年後どうなっていたいですか？
　今は夢はまだ決まっていませんが、人を助けたり
笑顔にできる仕事に就いていたらいいなと思います。
　そして、人にいい影響を与えられるそんな大人に
なっていたいです。
― 中川村の好きなところは何ですか。
　５月になると田植えの時期になり、家から渡場の
田んぼが見えます。その景色や、その田んぼ道の中
を歩くのが落ち着くし田舎でしかできないことなの
でとても好きです。
― 中川村の未来に一言お願いします！
　一人ひとりがとても明るく、誰にでもあいさつが
できる村だと思っています。なのでこれからもそう
いう雰囲気や明るく笑顔が絶えない村であって欲し
いです。

上伊那交流戦上伊那交流戦野球部２年生

新マネージャーと（写真左が北島さん）新マネージャーと（写真左が北島さん）


